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W49Bは、電波シェルとその内側の熱的な X線放射を持つ複合形態型超新星残骸 (MM-SNR)である。近年、
多くのMM-SNRで、通常の進化過程には現れない、電離よりも再結合が起こりやすい再結合優勢プラズマ (RP)
を持つことが確認され、その起源が様々に議論されている。W49Bにおいても、RPの特徴である顕著な放射性
再結合連続放射 (RRC)が確認されており (Ozawa et al. 2009)、この天体は現在発見されている中でも最も若い
RP-SNRである。
従来の RP進化の研究で用いられるスペクトル解析モデルは、電離平衡状態から RPへの遷移を仮定する。し

かし、希薄な SNRプラズマは電離平衡には至っていないはずであり、従来のモデルの妥当性には問題が残る。そ
こでHirayama et al. (2019)は、RP-SNR IC443について元素毎に初期電離温度を調べ、それらが異なっている
ことを明らかにした。すなわち、RPの初期状態として電離平衡ではないモデルを用いる必要性を示した。これ
までに私たちは、W49Bにこのモデルを用いて、元素毎に初期電離温度が異なっていることを発見した (2021 春
季年会 Q13a)。RPの形成過程をより詳細に議論するには、空間構造の情報が必要である。NuSTARが取得した
高エネルギーバンド (> 4 keV)のスペクトルにより、W49BのRPは東西で様子が異なり、西側の方で鉄のRRC
が突出し、過電離の度合いが大きいことが確認されている (Yamaguchi et al. 2018)。そこで私たちは、鉄のRRC
付近で高感度かつ良い分光力を持つすざく衛星を用いて、W49Bを東西の２領域に分け、全体のスペクトルと同
様のモデルでそれぞれの 0.8–12.0 keVの広範囲スペクトルの解析を行った。講演では、解析結果の詳細を報告し、
東西の違いを基にRP-SNRの成因について議論する。


